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本論文は、日本語が漢字と接触して以来、現代の漢字仮名交じりの形式へと、どのような過程を経て成
立してきたかを史的に研究したものである。とりわけ日本語書記における漢字専用時代の日本語書記の方
法とその中での漢字のさまざまな用法・機能を論じ、さらに日本語書記にしめる漢字の位置付けをおこな
うものである。
まず、第一部第一章においては、本書の方法を提示し、理論的立場を明らかにする。本書において、表
題として「日本語書記」という用語を用い、行論においては「文字史」の語を使用するのは、用法として
の文字と素材としての文字という「文字」の二面性を重く見る文字観による。第一節では、現代の文字論
の趨勢を見た上で、本書における文字観の全体像を提示し、第二節で、史的研究の方法について述べる。
第三節において、本書なりの歴史観にしたがって、文字史の時代区分案を示す。従来の史的研究が、資料
を線条的にならべる形で展開されてきたことを反省し、それぞ、れの資料性についての検討を重視して、史
的研究の方向性を明示する。
第二部、書記の論は、用法としての文字の論である。万葉集と宣命書き文献とを中心に、古代漢字専用
時代の日本語書記に関して、研究史からみた問題点を指摘すると共に、今後の研究方向が探られている。
第二章は、万葉用字法研究史を再検討することによって、古代日本語の書記に関する新たな視点が模索される。
第一節では、万葉用字法に関する森本治吉と時枝誠記との論争を通じて確認し、この論争の研究史的意
義を明らかにする O その上で、第二節と第三節において仙覚と契沖の用字法分類に対する評価を再確認し、
武田四分類以降の研究の方向が「文字とことばとの対応」であることを示す。その観点から、第四節と第
五節とで、武田四分類以前の分類項目としての「具書・略書」と「戯書」とをとり挙げ、それぞれの意義、
書記史の中での位置付けをして、再評価を行う。さらに、第六節においては、近年の大きな話題のひとつ
である人麻日歌集の書き様についての稲岡耕二説に対して、本書の視点からその評価をおこなう。これは、
第一章に示した歴史観に基づき、線条的な発達段階説の危険性を訴え、同時代的な、「書き様」の選択の
問題として万葉集の「書き様」は考えられるべきだという立場にたつものである。このように人麻呂歌集
の略体・非略体の意味を捉えるほうが、書記の本質からは穏当な説明となることを示したものである。
第三章は、第一章に示した資料の位相の問題から、宣命書きの本質を考える。
まず、第一節では、従来、通説となっていた宣命大書体から宣命小書体、一行割書きから双行へという
線条的な発展説に対して疑問を提示し、第二節では、正倉院文書の部分的宣命書き資料について、いわゆ
る変体漢文と日本語注記という観点から、宣命書きを臨時的(イレギュラー)なそして選択的(オプショ
ナル)な日常文書の形式ととらえ、そこに車立といった機能を認める。そして、この観点から、第二節で
は、文書全体に宣命書きを採用する文書、第四節では、古事記の書き様を、それぞれ取り上げ、日常文書
-345-
の形式からの変異形(バリエーション)として、さまざまの方法が考えられることを指摘する。さらに、
第五節では、従来別途に発展段階が考えられていた片仮名宣命書きについて、同様の観点から『東大寺識
調文稿』の特殊な書き様が、日常文書の方法と漢文訓読法との接点にある漢字仮名交じりとして位置付け
られることを明らかにし、以後の漢字仮名交じり資料研究の方向性を提示する。
第三部、漢字の論、素材としての文字の論であり、日本語書記の中で、の漢字についてのさまざまの問題
をとりあげる。
第四章では、単体としての文字の「かたち」を取り出すときに生じる「同形異字」の問題を取り上げ、
テキスト内部で、の同字認識の規範について考え、近世期のいくつかの版本における漢字の「かたち」に対
する規範意識のあり方とその問題点を指摘するO
まず、第一節においては、「同形異字」の現象を、万葉集の諸本聞に存する異なる「かたち」を同字と
認識する規範との関係で取り上げ、それが本文校訂に微妙な差異を生み出していることを指摘する。その
上で、第二節において、同字認識と同形異字の区別のあり方を整理し、それが本文校訂のあり方にどう関
わるかを考え、それぞれのテキスト内の規範意識の探究が重要であることを述べる。第三節では、ひとつ
の規範意識として、易林本節用集の同字認識を取り上げ、そこに他の節用集にはない統一された規範意識
の存することを指摘する。第四節では、節用集と往来物の真草二体本によって、同字認識や規範意識を考
える際に書体がどう関わっているかを考え、近世期には、橋書体による規範と同時に草書体による規範の
考察も必要なことを明らかにして、それぞれの位相における規範意識の考察の必要性を説く。そして、ひ
とつの規範意識の具体例として、第五節において、元禄九年版新撰万葉集における契沖の規範意識につい
て考える。
第五章では、日本的な漢字のあり方として、国字・国訓の成立過程について考え、また和歌注釈の文章
に、ひとつの日本的漢字の用法が存することを指摘する。
第一節においては、国訓「宛(あてる)Jを取り上げ、国司1の成立する要因として、「目的性」という観
点が、文字の史的研究には重要であることを確認し、第二節では、国訪1I捺(こしらえる)Jを例に、語
葉や字嚢といった環境からの考察の必要性を述べ、さらに第三節においては、国訓「偲(しのぶ)Jを取
り上げて、「偏芳添加」という国字・国訓|の造製漢字の一字一字の見直し、再検討の必要性を主張する。
第四節においては、歌の注釈の文書に、仮名の置き換えることのできない漢字の用法、つまり表意性の極
度に強まった漢字の用法があることを指摘し、第五節において、顕昭古今集を例に、それがあらわれる構
文の整理を行い、今後、文章史の研究にも、このような日本的な漢字の用法が重要な観点になりうること
を指摘する。
論文審査結果の要旨
本論文は、三部五章にわたって、漢字による日本語書記および日本語書記の中での漢字の問題をとり挙
げ、文字論・文字史の方法を論じたものである。
第一部第一章に提示された方法と時代区分とは、本論における研究の基盤となるものであり、本論文全
体の視角が示されている。まず、文字論の現象を把握した上で、文字の二面性(体系としての文字と機能
としての文字)に着目し、用語の整理をおこない、従来の文字史の方法としての線条的な歴史記述は文字
史にはそぐわず当てはまらないことを論じるO 資料の位相を重く見ることによって、複線的・立体的な歴
史記述をあらたに提唱し、その上に立つ文字史のための時代区分論を説得力をもって提示するO そこに展
開される論者の歴史観が本論を貫ぬき、以下の論考の理論的基盤をなしている。
第二部書記の論では、万葉集と宣命書き文献とを中心に、古代漢字専用時代の日本語書記に関して、研
究史からみた問題点、と今後の研究方向とが明示される。
-346-
第二章では、万葉用字法研究史を再検討することによって、古代日本語の書記に関する新たな視点を見
出し、「文字とことばとの対応」といった観点から、「仮名の定位」、「具書・略書」及び「戯書」などが詳
細に論じられ体系化されるといった重要な創見が導き出されている。さらに、近年の大きな論点のひとつ
である人麻呂歌集の書き様についての従来説に対して、その是非を問題とするのではなくて、そこから考
えうる史的展開を明らかにすることによって人麻呂歌集の書き様の本質がその選択意識によるものである
ことを見届けるという画期的な方法論が打ち出されており注目される。
第三章は、資料の位相に留意し、宣命書きの本質を浮き彫りにした論究である。まず、従来、通説となっ
ていた宣命大書体から宣命小書体、一行割書きから双行へという直線的な発展説に疑問を呈し、その根拠
となった資料の多様性を重視すべきことを説く。正倉院文書の部分的宣命書き資料等に基づき、所謂変体
漢文と日本語注記という観点から、宣命書きを臨時的なそして選択的な日常文書の形式ととらえ、そこに
卓立といった機能を認めているO 更に、文書全体に宣命書きを採用する文書においても、その機能が認め
られることを明らかにし、漢字仮名交じりへの方向性を明確に見据えているO ここにおいて、第一章に示
された歴史記述の方法論が活かされ、近年の木簡の大量出土によって、それまで知られていた資料の見直
しが進む中で、一つの大きな方法が提示されたことになる。しかも古事記の書き様や、片仮名宣命書き資
料としての『東大寺識調文稿』の書き様の評価もなされたことは新たな研究の扉を開くものとして注目さ
れる。その基底にあるものは、そもそも、「日用の文書形式としての所謂変体漢文と宣命書きによる日本
語要素の埋め込み」という考え方・捉え方であり、この章は、日本における古代漢字専用から日常文書の
方法と漢文訓読法との接点にある漢字仮名交じり資料へと位置づけられ、その道筋が解明されるという、
本論文の中でも論者の意図がもっともよく示されたところと言える。
第三部漢字の論では、日本語書記の中で、の漢字についてさまざまな問題がとり挙げられ、古代の漢字専
用時代をはなれて近世にまで論述が及ぶ。日本語書記の中で、仮名成立以降の漢字仮名交じり文における
漢字の位置づけがここでの筆者の狙いである。
第四章では、単体としての文字の「かたち」を取り出すときに生じる「同形異字」の問題をとり挙げて、
テキスト内部での同字認識の規範を考察し、近世期のいくつかの版本における漢字の「かたち」に対する
規範意識のあり方とその問題点を多角的に指摘する。
万葉集諸本の校合を通じて、まず規範のあり方を見直し、その具体的なあり方として、近世初期の易林
本節用集、節用集と往来物から字体認識と書体との関係、元禄版新撰万葉集における契沖の字体認識が検
証され、そこに同時代的には位相によってさまざまな異なる正字意識がみられることを明らかにする O
第五章は、漢字一字の史的展開を問題にして日本的な漢字の用法としての国字・国訓を論述する。国訓
「宛(あてる)Jからは、国訓成立過程にある「目的性」という観点が、文字の史的研究には重要であるこ
とを確認し、国訪"I捺(こしらえる)Jからは、語嚢や字嚢の環境からの考察の必要性に迫り、国訓「偲
(しのぶ)Jでは、「偏芳添加」という国字・国訓の造字原理を提唱し、その方法が各時代に亙って存する
ことを指摘して、所謂和製漢字の一字一字の見直しと再検討の必要性を興味深く提示し、表語文字である
漢字が、日本において表意文字として考えられていく面を精徹に論証していて特筆される。
ただし、第一部・第二部が漢字専用時代を扱うのに対して、第三部は、その時代を離れて近世に論が及
ぶ点、まだ体系としてのまとまりが十分でなく、それを繋ぐ更なる考察が今後に期待されるところである。
しかし、本論文全体に貫かれているものは、方法論として、日本語の歴史の中での漢字の用いられ方、ま
たそれがどのように機能しているかを明らかにするところにある。こうした論者の研究態度は、従来の研
究を確実により深める成果としてあらわれており、高く評価することができる。
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士(文学)の学位を授与するに値するものと認められる。
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